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研究成果の概要（和文）：特許公報文コーパスを利用した科学技術分野でのシソーラス構築と，

構築したシソーラスを利用して関連文書抽出を行った．具体的には日本語特許公報文に焦点を

あて，１．関連単語対の抽出，２．関連単語対の細分類，３．シソーラスの構築，４．シソー

ラスを利用した関連文書抽出，を行った．本研究で構築したシソーラスの情報を特許公報文の

関連文書抽出に利用し，抽出精度を向上させることができた． 
 
研究成果の概要（英文）：We studied thesaurus expansion using patent documents and 
document retrieval using the expanded thesaurus. In particular, using patent documents 
we investigated the following 4 subtasks: (1) extraction of similar word pairs, (2) 
classification of the extracted similar word pairs, (3) thesaurus expansion using the 
extracted similar word pairs, and (4) document retrieval using the expanded thesaurus. 
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１．研究開始当初の背景 
文書の電子化とインターネットの普及に

より，大量のテキストデータを個人が簡単に
閲覧できるようになった．このような状況に
おいて利用者が膨大なテキストデータから
本当に必要なデータだけを探し出すことは
重要であると同時に非常に困難な作業とな
っている．特に学術分野では，自分の研究に
関連する研究を大量の文献から探し出した
り，特許出願に際して関連特許がすでに特許
申請されているかどうかを検索することは
非常に重要である．  

現在，複数のキーワードを利用して特許や
論文を検索するサービス（特許庁の特許検索
サービス，Google Scholar など）は存在する
が，検索キーワードと検索対象との文字列照
合だけで検索を行っているため，関連文書内
で，検索キーワードに使われた用語は含まず
検索キーワードの類義語や上位概念語が使
われていた場合，目的の関連文書を抽出する
ことが出来ない．例えば，検索キーワードに
「ワイン」を入力した場合，検索対象に「ア
ルコール飲料」に関する文書があってもその
文書に「ワイン」という単語が出現しなけれ 
ばその文書を関連文書として抽出すること
は出来ない．そのため，特許や学術論文の分
類などに利用出来る辞書の構築が課題とな
っていた． 
 
２．研究の目的 
本研究は特許公報文コーパスを利用した

科学技術分野でのシソーラス構築と，構築
したシソーラスを利用して関連文書抽出を
行うことを目的とする．具体的には日本語
特許公報文に焦点をあて，（１）関連単語対
の抽出，（２）関連単語対の細分類，（３）
シソーラスの構築，（４）シソーラスを利用
した関連文書抽出する．本研究の特色・意
義は，（１）システムでも利用者でも利用可
能なシソーラスの構築手法の提案，（２）他
分野でも利用可能なシソーラス構築手法の
提案，（３）構築したシソーラスの情報を利
用した関連文書抽出の３点に集約できる． 
 
３．研究の方法 
本研究では特許申請文を知識源とし，抽出

した類語を同義語，上位語-下位語，姉妹語，
反意語などに自動的に分類し，シソーラスを
構築する．構築したシソーラスを利用し，関
連文書検索を行い，構築したシソーラスの効
果を確かめる．以下に具体的な研究方法を示
す． 
(1)関連単語対の抽出 
関連単語対の抽出のために Linの手法を日

本語に適用して単語間の類似度を計算して
いる．Linの手法は相互情報量の計算をもと
にしており，構文情報と近隣情報を活用して

いるが，構文情報のより効果的な利用と文章
の中の役割などの情報を利用することで，よ
り正確な単語間類似度を計算している． 
 
(2)関連単語対の細分類 
関連単語抽出の実験時に抽出した関連単語
対を詳しく調べた結果，３種類（上位/下位
語，類義語，姉妹関係語）に細分類が可能で
あることがわかった．  
関連単語の細分類を行うために， 
・同一文書中では同じ意味を表す場合は同一
単語を使用する場合が多い． 
・固有表現は上位下位関係の終端ノードであ
る． 
・すでにあるシソーラス（JST科学技術シソ
ーラス，EDRの種々の辞書，WordNet（英語の
シソーラス））の利用 
・関連単語対の類似度の利用 
・抽出した関連単語対を利用した関連単語グ
ループの作成 
などを利用している．  
 
(3)シソーラスの構築 
関連単語対の細分類で得られた情報（類義語，
上位／下位概念，姉妹語）などを利用して見
出し語毎に部分木を作製する．見出し語間で
不整合が起きる場合があるが，単語対の類似
度や多数決処理を行って，不整合を解消する．  
「２．関連単語対の細分類」で得られた細分
類の情報をもとに類語辞典（シソーラス）を
作成した． 
 
(4)シソーラスを利用した関連文書検索 
シソーラスを用いて検索キーワードを拡

張する場合，拡張した単語の重みを決めなけ
ればならない．拡張された単語がキーワード
の言い換えの場合には重みを大きくし，上位
／下位語の場合には重みを小さくする．その
重みと検索キーワードとの類似度を利用し
て，最終的な重みを決定しなければならない．
まず，コンテキストの違い毎にどの分類（類
義語，上位／下位語など）の重みを大きくす
ればいいかを調べ，その後，機械学習によっ
て最適な重みをつけ文書検索を行う． 関連
単語の細分類が実際のアプリケーションの
精度を向上させるかどうかを確認するため
に文書分類実験を行った． 
 
４．研究成果 
本研究は４つの柱からなる．それぞれについ
て研究成果を説明する． 
(1)関連単語対の抽出 
大量のコーパス（特許公報文）を用いて単

語毎の類似度を計算し，関連単語対の抽出を
行った．Linの手法を基にした手法を提案し，
関連単語対の抽出実験を行い，結果を論文４
で報告した． 



 

 

(2)関連単語対の細分類 
 新しい単語をシソーラスに追加するため
には類似度を計算するだけではなく，各単語
との関係（上位/下位語，類義語，姉妹語）
などを調べる必要がある．類似度や手がかり
語などの情報を利用して関連単語対の細分
類を行う手法を提案し，実験結果と共に論文
⑪で報告した． 
(3)シソーラスの構築 
 EDR の専門用語辞書をコアシソーラスとし，
特許公報文に現れる専門用語をシソーラス
に統合する方法を提案し，実験結果と共に論
文（④，⑧）で報告した． 
(4)シソーラスを利用した関連文書検索 
 構築したシソーラスを利用した特許公報
文の分類システムを作成し，シソーラス利用
により分類性能が向上したことを確認した．
国際会議に投稿中である．本研究で構築した
シソーラスの情報を特許公報文の関連文書
抽出に利用し，抽出精度を向上させること
ができたことは学術的意義があると考えら
れる．本研究では，なるべく汎用的な手法で
汎用的な用途に利用出来るシソーラスの作
成を目指したが，研究を通して，より効果的
にシソーラスを利用するためには利用する
用途に応じて作成した汎用的なシソーラス
の構造を修正する必要があるという知見を
得た． 
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